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1. 感染症 (ウイルス性肝炎を含む) 
文献 

Higuchi K, Arakawa T, Ando K, et al. Eradication of Helicobacter pylori with a Chinese Herbal 
medicine without emergence of resistant colonies. American Journal of Gastroenterology 1999; 
94: 1419-20. CENTRAL ID: CN-00162864, Pubmed ID: 10235237 

1. 目的 
ピロリ菌感染症に対するプロトンポンプ阻害薬、抗生物質、呉茱萸湯の 3 剤併用療法

の有効性および安全性の評価 
2. 研究デザイン 

ランダム化比較試験 (RCT)  
3. セッティング 
実施施設に関する記載なし (著者は大阪市立大学医学部第三内科)  

4. 参加者 
ピロリ菌感染者 63 名 

5. 介入 
Arm 1: omeprazole 40 mg、amoxicillin 1500 mg、呉茱萸湯 7.5 g  32 名 
Arm 2: omeprazole 40 mg、amoxicillin 1500 mg  31 名 
薬剤投与期間 2 週間。 

6. 主なアウトカム評価項目  
胃組織標本の組織学的検索、迅速ウレアーゼ試験 
治療 4 週間後に評価 

7. 主な結果 
ピロリ菌除菌率は 2 剤併用群で約 60%、3 剤併用群で約 80%であった。さらに除菌失敗

例においても呉茱萸湯および amoxicillin 耐性菌は出現しなかった。 
8. 結論  

ピロリ菌に対する呉茱萸湯を含めた新しい 3 剤併用療法は、副作用や耐性菌出現率を

上げることなく除菌率を高めることができ、ピロリ菌除菌に有用な手段である。 
9. 漢方的考察 

なし 
10. 論文中の安全性評価 
副作用は 3 剤併用群で下痢 4 名、2 剤併用群で下痢 4 名、腹痛 1 名と、両群間でほぼ同

じであり、いずれも重篤なものは認めなかった。 
11. Abstractor のコメント 

呉茱萸湯の漢方的使用方法とは異なった用い方をしている。本論文は Letters to the 
Editor で記載が不十分であるため、原著としての投稿が望まれる。 

12. Abstractor and date 
新井信 2007.6.15, 2008.4.1, 2010.6.1 

 


